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(57)【要約】
【課題】　センサとＩＣタグを連携した装置をさらに有
効活用することが可能な表示体管理システムを提供する
。
【解決手段】　温度センサ１３は定期的に温度を測定し
、測定値をＩＣタグ１２に記録する。ＩＣタグ１２は、
記録された測定値を表示部１１に表示させる。また、Ｉ
Ｃタグ１２は、並行して、記録した測定値と自身のタグ
ＩＤを近距離通信部１４に渡す。近距離通信部１４は受
け取った測定値とタグＩＤをアクセスポイント２０に送
信する。アクセスポイント２０は、受信した測定値とタ
グＩＤを管理装置３０に送信する。管理装置３０では、
受信した測定値とタグＩＤを対応付けて記憶装置に記憶
する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサにより測定した情報を表示する表示体と、当該表示体と通信を行うアクセスポイ
ントと、各表示体が測定した情報を管理する管理装置を有する表示体管理システムであっ
て、
　前記表示体は、対象物の測定を行うセンサと、当該センサにより測定された測定値を表
示する表示部と、前記センサにより測定された測定値を、自身を特定するＩＤとともに前
記アクセスポイントに送信する近距離通信部と、を備え、
　前記アクセスポイントは、前記表示体から測定値とＩＤを受信する近距離通信部と、前
記受信した測定値とＩＤを前記管理装置に送信するデータ送信部を備えており、
　前記管理装置は、前記アクセスポイントから受信した測定値をタグＩＤと対応付けて記
憶する記憶装置を備えていることを特徴とする表示体管理システム。
【請求項２】
　さらに、前記表示体から測定値とＩＤを受信し、前記受信した測定値とＩＤを前記管理
装置に送信する基地局を有し、
　前記表示体が、前記センサにより測定された測定値を、自身を特定するＩＤとともに前
記基地局に送信する携帯電話モジュールをさらに備えており、
　前記管理装置は、前記基地局から受信した測定値をタグＩＤと対応付けて前記記憶装置
に記憶するものであることを特徴とする請求項１に記載の表示体管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、センサで測定した情報をリアルタイムで収集するとともに、測定した情報を
表示することが可能な表示体管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、物流や流通分野などで食品や製品の品質管理を行うために、温度、湿度、照
度、圧力、衝撃力などを測定することができる各種のセンサ装置が使用されている。また
、近年使用されているＩＣタグ等のデータキャリアにセンサ装置を具備させることで、個
々の物品の流通履歴情報と共に、センサ装置による測定で取得した測定値情報をリアルタ
イムで収集することもできるようになってきている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特願２００６－１５３０４８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記センサ装置では、センサにより取得した情報を送信するのみであり
、センサとＩＣタグを連携した装置の活用が十分なものとは言えなかった。
【０００４】
　そこで、本発明は、センサとＩＣタグを連携した装置をさらに有効活用することが可能
な表示体管理システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、本発明では、センサにより測定した情報を表示する表示体と
、当該表示体と通信を行うアクセスポイントと、各表示体が測定した情報を管理する管理
装置を有する表示体管理システムであって、前記表示体は、対象物の測定を行うセンサと
、当該センサにより測定された測定値を表示する表示部と、前記センサにより測定された
測定値を、自身を特定するＩＤとともに前記アクセスポイントに送信する近距離通信部と
、を備え、前記アクセスポイントは、前記表示体から測定値とＩＤを受信する近距離通信
部と、前記受信した測定値とＩＤを前記管理装置に送信するデータ送信部を備えており、
前記管理装置は、前記アクセスポイントから受信した測定値をタグＩＤと対応付けて記憶
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する記憶装置を備えた表示体管理システムを提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、表示体が、表示部および近距離通信部を備え、表示部が測定値を表示
するとともに、近距離通信部がアクセスポイントを介して管理装置に測定値を送信し、測
定値を管理するようにしたので、各表示体は、測定値を、その場の者に伝えることができ
るとともに、店舗等の狭い範囲における測定値を管理することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明について、好適な実施形態を用いて詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る表示体管理システムの一実施形態を示す機能ブロック図である。
図１において、１０は表示体、２０はアクセスポイント、３０は管理装置である。表示体
１０は、通信機能、表示機能、情報記録機能を備えている。アクセスポイント２０は、管
理装置３０に管理されているとともに、表示体１０とデータ通信が可能な処理装置である
。管理装置３０は、各表示体１０、各アクセスポイント２０を管理する装置であり、コン
ピュータに専用のプログラムを実行させることにより実現される。
【０００８】
　図２は、表示体１０の詳細を示す機能ブロック図である。図２において、１１は表示部
、１２はＩＣタグ、１３は温度センサ、１４は近距離通信部、１５は携帯電話モジュール
である。表示部１１は、ＩＣタグに記録された情報を表示する機能を有しており、公知の
表示デバイスで実現される。本実施形態では、公知の電子ペーパーを採用している。なお
、図２においては、省略しているが、表示体１０はバッテリを有しており、このバッテリ
から、表示部１１、ＩＣタグ１２、温度センサ１３、近距離通信部１４、携帯電話モジュ
ール１５への電源供給が行われる。
【０００９】
　ＩＣタグ１２は、アンテナ、変調部、メモリ、ＣＰＵ、外部入出力部を備え、外部に備
えられたバッテリによって駆動される公知のアクティブタグである。このＩＣタグ１２は
、メモリに情報を記録可能であるとともに、アンテナ、変調部、外部入出力部により外部
との無線通信を行う機能を有している。ＩＣタグ１２による無線通信の通信周波数帯は、
１３．５６ＭＨｚであり、通信可能距離は１０ｍ程度となっている。
【００１０】
　ＩＣタグ１２において、変調部は、ＣＰＵから出力された信号をＲＷ装置との通信周波
数帯の信号に変調する部分であり、アンテナは、この変調部において変調された信号をＲ
Ｗ装置に対して発信するようになっている。メモリは、ＩＣタグ１２の個体の識別を可能
にする各個体にユニークなタグＩＤが記録され、その書き換えが制限された固定データ領
域と、データの追記および書き換えが可能な書き換え可能データ領域とを備えており、こ
の書き換え可能データ領域に温度センサ１３が測定した測定値が記録されるようになって
いる。ＣＰＵは、ＩＣタグ１２を構成するその他の要素を統括的に制御する情報処理部で
あり、温度センサ１３の出力を、１０分ごとにメモリに書き込むとともに、書き込んだ測
定値を、近距離通信部１４に送信するようになっている。外部入出力部は、ＩＣタグ１２
の外部に設けられた機器に対してデータの出力を行う出力部、および、これらの外部機器
からのデータの入力を受け付ける入力部を備えている。
【００１１】
　温度センサ１３は、表示体１０の周囲の気温を定期的に測定する機能を有している。こ
の温度センサ１３は、サーミスタを備えた公知の温度センサであり、本実施形態では、測
定可能な温度範囲が－４０℃から８０℃、測定分解能が０．１℃のものを採用している。
近距離通信部１４は、アクセスポイント２０との無線通信を行う機能を有している。本実
施形態では、近距離通信の方式として、bluetoothを用いている。
【００１２】
　携帯電話モジュール１５は、アンテナ、変調部、メモリ、ＣＰＵ、外部入出力部を備え
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た送受信部である。この携帯電話モジュール１５は、公知の携帯電話用の通信モジュール
であって、アンテナから携帯電話用の基地局に無線電波を発信することによって電話回線
網に接続することができるようになっている。変調部は、ＣＰＵから出力された信号（具
体的には、ＩＣタグ１２から出力された測定値を含む信号）を携帯電話の周波数帯（例え
ば、８００ＭＨｚ帯、１．５ＧＨｚ帯等）の信号に変調する部分であり、アンテナはこの
変調部において変調された信号を携帯電話用の基地局に対して発信するようになっている
。なお、本明細書において、「携帯電話」とは、あらかじめ設けられた基地局と無線通信
を行うことによって電話器を含む他の通信機器と通信を行うことができ、かつ、持ち運び
可能な電話を意味するものであり、その通信方式は特に限定されず、例えば、ＰＤＣ方式
、ＰＨＳ方式等のものを含むものとする。
【００１３】
　表示体１０の外観斜視図を図３に示す。図３に示すように、表示体１０は、基板１６の
上に、バッテリ１７、ＩＣタグ１２、温度センサ１３、携帯電話モジュール１５を搭載し
、さらにその上部に表示部１１を重ねた構成となっている。また、近距離通信部１４は、
さらにその上に搭載されている。
【００１４】
　次に、本発明に係る表示体管理システムの処理動作について説明する。表示体１０は、
外観上、表示ラベル状の形態となっており、商品の陳列棚に設置可能となっている。この
表示体１０を陳列棚に設置すると、内蔵した温度センサが温度の測定を行い、取得した測
定値をＩＣタグ１２に渡す。ＩＣタグ１２は、温度センサから取得した測定値を内蔵のメ
モリに記録する。さらに、ＩＣタグ１２は、記録した測定値を表示部１１に渡す。表示部
１１では、受け取った測定値を表示する。
【００１５】
　また、ＩＣタグ１２は、温度センサから取得して内蔵のメモリに記録した測定値を、内
蔵のメモリに記録されているタグＩＤとともに近距離通信部１４を介してアクセスポイン
ト２０に送信する。アクセスポイント２０では、近距離通信部１４から受信したタグＩＤ
と測定値を対応付けて、管理装置３０に送信する。管理装置３０では、アクセスポイント
２０から受信したタグＩＤと測定値を対応付けて記憶装置に記憶する。
【００１６】
　表示体１０においては、あらかじめ設定された時間間隔で温度センサ１３が定期的に温
度を測定し、ＩＣタグ１２、近距離通信部１４を介して、アクセスポイント２０に測定値
が送信される。したがって、管理装置３０にも定期的に、タグＩＤと対応付けられた測定
値が送信されることになる。これにより、管理装置３０では、タグＩＤごとに、時系列の
測定値が得られることになり、各表示体別の測定値を管理することが可能となる。
【００１７】
　上記のように、表示体１０においては、あらかじめ設定された時間間隔で温度センサ１
３が定期的に温度を測定するので、測定値は、ＩＣタグ１２を介して表示部１１に表示さ
れることになる。したがって、表示部１１に表示される測定値は、定期的に変化していく
ことになる。
【００１８】
　上記のように、表示体１０は、近距離通信部１４を利用してアクセスポイント２０と通
信を行い、定期的に測定値を送信することにより、品質管理を行うとともに、表示部１１
により測定値の表示を行う。このように、近距離通信を行うことにより、店舗内における
位置を管理装置３０で把握することができ、また、表示を行うことにより、その場で測定
値を知ることも可能となる。
【００１９】
　さらに、表示体１０は、携帯電話モジュール１５を有しているため、測定対象物に設置
されて移動する場合、対象物が置かれている環境の温度状態を測定することが可能となる
。この場合、管理装置３０には、基地局が多数接続され、携帯電話モジュール１５から基
地局を介して、管理装置３０に測定値が蓄積されていくことになる。近距離通信部１４と
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携帯電話モジュール１５の双方を有することにより、トラックによる遠距離間の移動中は
、携帯電話モジュール１５を利用して通信し、建物内の移動中は、近距離通信部１４を利
用した通信を行うことができる。すなわち、対象物の配送中だけでなく、配送前および配
送後においても状況の把握が可能となる。
【００２０】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定され
ず、種々の変形が可能である。例えば、上記実施形態では、センサとして温度センサを用
いたが、温度センサに代えて、湿度センサ、加速度センサ、圧力センサを用いても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る表示体管理システムの一実施形態を示す機能ブロック図である。
【図２】表示体１０の詳細を示す機能ブロック図である。
【図３】表示体１０の外観斜視図である。
【符号の説明】
【００２２】
　　　　　１０　表示体
　　　　　１１　表示部
　　　　　１２　ＩＣタグ
　　　　　１３　温度センサ
　　　　　１４　近距離通信部
　　　　　１５　携帯電話モジュール
　　　　　２０　アクセスポイント
　　　　　３０　管理装置

【図１】 【図２】

【図３】
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